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クラスタストレージレポートのカスタマイズ

このセクションのクラスタストレージレポートは、それぞれのストレージシステムリソ
ースの監視に役立つクラスタ容量に関するレポートの作成方法を説明するためのサンプ
ルです。

容量をクラスタモデル別に表示するレポートの作成

クラスタのストレージ容量と使用状況をストレージシステムモデルに基づいて分析する
ためのレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、クラスタモデル別に容量を表示するカスタムビューを作成し、そのビューのレポートを生
成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Clusters * をクリックします。

2. 表示メニューで、 * 容量 * > * すべてのクラスタ * を選択します。

3. 「クラスタ FQDN 」や「 OS バージョン」など、レポートに不要な列を削除するには、「 * 表示 / 非表示
* 」を選択します。

4. 「合計物理容量」列、「モデル / ファミリー」列、および「クラスタ」列の近くにある 3 つの集計列をド
ラッグします。

5. 「 `M odel/Family 」列の上部をクリックして、クラスタタイプ別に結果をソートします。

6. 表示されているビューの名前を反映した名前でビューを保存します（例：「 Capacity by Cluster Model 」
）。

7. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

8. [ * スケジュールの追加 * ] をクリックして、新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、 [

レポートスケジュール * ] ページに新しい行を追加します。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、特定のクラスタに容量を追加したり、古いクラスタモデルをアップグレー
ドしたりすることができます。
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未割り当ての LUN 容量が最も多いクラスタを特定するレポート
の作成

未割り当ての LUN 容量が 5 TB を超えているクラスタを検出するレポートを作成して、
ワークロードを追加できる場所を特定できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、未割り当ての LUN 容量が最も多いクラスタを表示するカスタムビューを作成し、そのビ
ューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Clusters * をクリックします。

2. 表示メニューで、 * 容量 * > * すべてのクラスタ * を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

4. 「未割り当ての LUN 容量」列を「 HA ペア」列の近くにドラッグします。

5. フィルタアイコンをクリックして次のフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をクリックします。

◦ 未割り当ての LUN 容量が 0.5TB を超えている

6. 未割り当ての LUN 容量が多い順に結果をソートするには ' 未割り当ての LUN 容量列の上部をクリックし
ます

7. ビューに表示されている内容を反映した特定の名前でビューを保存します ( 「配分されていない LUN の
容量」など ) 。チェックマーク () をクリックします ）。

8. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

9. [ * スケジュールの追加 * ] をクリックして、新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、 [

レポートスケジュール * ] ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、クラスタの未割り当て LUN 容量を使用できます。

使用可能な容量が最も多い HA ペアを表示するレポートの作成

新しいボリュームや LUN のプロビジョニングに使用できる容量が最も多いハイアベイラ
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ビリティ（ HA ）ペアを検出するレポートを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、新しいボリュームや LUN のプロビジョニングに使用できる容量が多い順に HA ペアをソ
ートして表示するカスタムビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定しま
す。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Clusters * をクリックします。

2. 表示メニューで、 * 容量 * > * すべてのクラスタ * を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

4. 「アグリゲート未使用容量」列を「 HA ペア」列の近くにドラッグします。

5. フィルタアイコンをクリックして次のフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をクリックします。

◦ アグリゲートの未使用容量が 0.5TB を超えている

6. 「アグリゲート - 未使用容量」列の上部をクリックして、未使用のアグリゲート容量が多い順に結果をソ
ートします。

7. ビューに表示されているビューの名前（「最も使用されていないアグリゲート容量」など）を反映した名
前を付けて保存し、チェックマーク（）をクリックします ）。

8. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

9. [ * スケジュールの追加 * ] をクリックして、新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、 [

レポートスケジュール * ] ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートの容量に基づいて HA ペアのバランスを調整できます。

古いバージョンの ONTAP を実行しているノードを表示するレ
ポートの作成

すべてのクラスタノードにインストールされている ONTAP ソフトウェアのバージョン
を表示するレポートを作成して、アップグレードが必要なノードを確認できます。
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作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

このタスクについて

次の手順に従って、古いバージョンの ONTAP を実行しているノードを表示するカスタムビューを作成し、そ
のビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Nodes * をクリックします。

2. レポートに不要な列を削除するには、 [ * 表示 / 非表示 * ] を選択します。

3. "OS バージョン " 列を "` ノード " 列の近くにドラッグします。

4. 「 OS バージョン」列の上部をクリックして、 ONTAP の最も古いバージョンで結果をソートします。

5. ビューに表示されている内容を反映した名前でビューを保存します ( 例 : ONTAP バージョンごとのノード
)

6. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。

7. [ * スケジュールの追加 * ] をクリックして、新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、 [

レポートスケジュール * ] ページに新しい行を追加します。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（
）をクリックします。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

完了後

レポートに表示された結果を基に、古いバージョンの ONTAP を実行しているノードをアップグレードできま
す。
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